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平成24年９月27日 

各 位  

会 社 名 株式会社東理ホールディングス  

（コード番号 5856 東証第2部） 

代表者名 代表取締役社長  福村 康廣 

問合せ先 常務取締役    忍田 登南 

（TEL．03－3548－1014 ）  

 

特別損失の計上及び業績予想の修正等に関するお知らせ  

 
当社は、平成24年５月31日付「平成24年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」にて開示いたしました、

平成25年３月期の連結及び個別業績予想等を、特別損失の計上見込及び最近の業績動向を踏まえ、下記の

とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。  

 

記  

 
１．特別損失の計上見込 
（１）連結及び個別業績予想に反映されるもの 

・過年度の決算訂正関連費用･･･59 百万円（上期） 
・有価証券報告書等の訂正に伴なう課徴金･･･36 百万円（上期） 
（金額は当社の想定であり、変動の可能性があります。） 

・本店移転費用･･･19 百万円（上期２百万円、通期 19 百万円） 
（２）連結業績予想に反映されるもの 

・子会社（㈱ボン・サンテ）の店舗閉鎖費用･･･17 百万円（上期 17 百万円、通期 17 百万円） 
・子会社（㈱東京理化工業所）の工場移転費用･･･58 百万円（上期） 
・子会社（㈱東京理化工業所）の固定資産（不動産）売却損･･･37 百万円（下期） 

 
２．特別利益の計上見込 
（１）連結及び個別業績予想に反映されるもの 
  ・過年度貸付金等による損失の取締役による回復･･･27 百万円（上期 25 百万円、通期 27 百万円） 
（２）連結業績予想に反映されるもの 

・子会社（㈱ボン・サンテ）の店舗移転保証金･･･38 百万円（下期） 
 
３．営業外損失の計上見込 

連結業績予想に反映されるもの 
  ・子会社（㈱ボン・サンテ）の通貨及び金利交換取引契約の円高による損失･･･60 百万円（上期 60 百

万円、通期 60 百万円） 

   
４．営業外収益の計上見込 

連結業績予想に反映されるもの 
  ・子会社（㈱ボン・サンテ）の店舗閉鎖費用引当金の戻入･･･５百万円（上期） 
  ・子会社（㈱東京理化工業所）の雇用調整助成金･･･31 百万円（上期 19 百万円、通期 31 百万円） 
  ・子会社（㈱東京理化工業所）の震災補助金･･･55 百万円（下期） 
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５．連結業績予想数値の修正等                      

（１）平成25年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

（金額の単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期純利

益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 9,773 △ 293 △ 248 △ 317 △３円４１銭

今回実績（B） 10,161 △ 287 △ 316 △ 481 △５円１７銭

増減額（B－A） 388 6 △ 68 △ 164 － 

増減率（％） 4.0 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年９月中間期） 
10,269 △ 135 △ 132 △ 187 △２円０１銭

 

（２）平成25年３月期通期業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 20,614 △ 38 37 △ 88 △０円９５銭

今回修正予想（B） 20,380 △ 125 △ 73 △ 269 △２円８８銭

増減額（B－A） △ 234 △ 87 △ 110 △ 181 － 

増減率（％） △ 1.1 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年 3 月期） 
21,658 △ 43 10 △ 654 △７円０３銭

 
６．個別業績予想数値の修正等 

（１）平成25年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期純利

益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 269 △ 9 197 148 １円５９銭

今回実績（B） 489 8 211 159 １円６５銭

増減額（B－A） 220 17 14 11 － 

増減率（％） 81.8 － 7.1 7.4 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年９月中間期） 
231 9 79 93 １円０１銭

 

（２）平成25年３月期通期業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 541 △ 84 127 78 ０円８４銭

今回修正予想（B） 770 △ 48 160 113 １円２５銭

増減額（B－A） 229 36 33 35 － 

増減率（％） 42.3 － 26.0 44.9 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年 3 月期） 
515 61 371 △ 483 △５円０２銭
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７．業績修正等の理由  

（1）連結業績について  

第２四半期累計期間につきましては、売上高及び営業利益が前回の予想を上回り、経常利益及び純

利益が前回の予想を下回る見込となりました。 

その主な理由といたしましては、売上につきましては、ダイカスト事業（△61百万円）及び酒類製

造事業（△27百万円）における減少、食品流通事業（102百万円）、教育事業（153百万円）及びその

他事業（218百万円）における増加によるものであります。営業利益につきましては、ダイカスト事

業（△11百万円）及び食品流通事業（△14百万円）における売上高の減少に伴なう利益の低下、リフ

ォーム事業における利益率の低下（△12百万円）、食品流通事業における競合店への対抗のための利

益率の低下（△９百万円）、教育事業（35百万円）及びその他事業（35百万円）における売上高増加

に伴なう利益の増加によるものであります。経常利益につきましては、営業利益への影響要因、営業

外損失及び営業外利益によるものであります。純利益につきましては、経常利益への影響要因、特別

損失及び特別利益によるものであります。 

通期につきましては、売上、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を下回る見込となりまし

た。 

その主な理由といたしましては、売上につきましては、ダイカスト事業（△281百万円）、食品流通

事業（△297百万円）及び酒類製造事業（△27百万円）における減少、教育事業（153百万円）及びそ

の他事業（215百万円）における増加によるものであります。営業利益につきましては、ダイカスト

事業（△52百万円）、食品流通事業（△69百万円）及び酒類製造事業（△14百万円）における売上高

の減少に伴なう利益の低下、リフォーム事業における利益率の低下（△12百万円）、教育事業（38百

万円）及びその他事業（32百万円）における売上高増加に伴なう利益の増加によるものであります。

経常利益につきましては、営業利益への影響要因、営業外損失及び営業外利益によるものであります。

純利益につきましては、経常利益への影響要因、特別損失及び特別利益によるものであります。 

 

（2）個別業績について  

第２四半期累計期間につきましては、売上、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を上回る

見込となりました。  

その主な理由といたしましては、売上につきましては、営業用不動産の売却によるものであります。

営業利益につきましては、売上への影響要因によるものであります。経常利益につきましては営業利

益への影響要因によるものであります。 純利益につきましては、営業利益への影響要因、特別利益

及び特別損失によるものであります。 

   通期につきましては、売上、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を上回る見込となりまし

た。 

   その主な理由といたしましては、売上につきましては、第２四半期累計期間の営業用不動産の売却

及び経営指導料の増加によるものであります。営業利益につきましては、売上への影響要因によるも

のであります。経常利益につきましては営業利益への影響要因によるものであります。 純利益につき

ましては、営業利益への影響要因、特別利益及び特別損失によるものであります。 

 

（参考）平成 24 年９月 20 日付 「過年度の貸付に関する取締役の責任等についてのお知らせ」 

平成 24 年５月 31 日付 「平成 24 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」 

  

以 上  


